
様　式　イ

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 2-2-1 事業名 中小企業金融対策資金

担当 経済局産業振興部金融担当課　乙坂　明史　TEL　011-211-2356

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

中小企業者等の資金調達の円滑化を図るため以下の事業
を行う。
（１）預託金の預け入れ
融資に必要な原資を取扱金融機関に預託するなどして、中小
企業者等の資金調達の円滑化を図る
（２）信用保証協会への損失補償
一般中小企業振興資金等の中で、北海道信用保証協会の保
証付融資の実行分が代位弁済に至った場合、未回収の元金
及び利子から中小企業金融公庫の保険金を差し引いた残額
について、本市が北海道信用保証協会に対し損失補償を行う
（３）信用保証料の補給
一般中小企業振興資金の中で負担する信用保証料を北海道
信用保証協会に補給する
※19年度のみ。20年度以降は「元気がんばれ資金事業」にお
いて行う

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
・19年度　新規融資　 900億円（8,000件）
・20年度　新規融資 1,100億円（8,600件）
・21年度　新規融資 1,100億円（8,600件）
・22年度　新規融資 1,100億円（8,600件）
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容
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量
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･
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模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
中小企業者等の資金調達の円滑化を図るため、預託金の預
け入れ、信用保証協会への損失補償、信用保証料の補給を
行う。
○融資実績
件数8,379件　融資額 94,534,195千円

中小企業者等の資金調達の円滑化を図るため、預託金の預
け入れ、信用保証協会への損失補償を行う。
※平成20年度の事業内容に係る制度の改正点
一般中小企業振興資金のうち、小規模経営改善資金を「元気
がんばれ資金」に制度改正した（事業計画上は別事業）
○融資目標
件数8,600件　融資額 110,000,000千円

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

新規融資額
1,094.7億円
/年

945.3億円/
年

1,100億円/
年

1,100億円/
年

1,100億円/
年

1,100億円/
年

新規融資件数 8,579件/年 8,379件/年 8,600件/年 8,600件/年 8,600件/年 8,600件/年

■市民との連携、市民参加

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]本事業の融資により、市内中小企業者等の育成振興及び経営の安定の促進が期待できる。
　 [人材協力]本事業の融資により、市内中小企業者等の経営が安定し、雇用の確保・促進が期待できる。
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　本事業は、融資の相談・受付窓口を市内25の取扱金融機関・札幌中小企業支援センターとしていることで、多くの企業等が、制度
について利用しやすいしくみとなっている。

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）



様　式　イ

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その ２ ） （単位：千円）

事業名 中小企業金融対策資金

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 2-2-1

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度

中小企業融資制度は、本市の産業にとって重要な地位を占め
る中小企業者等に対し、低利で安定した資金調達ができる制度
として設けられた。経済状況や金融環境の変化に応じて随時改
善を行い、中小企業者等の資金調達の円滑化を推進している。
19年度実績は、利用件数・融資額ともに計画を上回る実績と
なったが、18年度よりも若干落ち込み、これには、19年10月に導
入された責任共有制度の影響があったものと考えられる。

昨今の責任共有制度の導入などの保証制度の変革、原油・原
材料の高騰など、市内の中小企業者等を巡る環境は一段と厳し
くなっており、金融環境や社会情勢の変化に機動的に対応して
いくことが課題。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　中小企業者等の事業の振興及び本市の各種産業施策全般にわたる補完制度として融資制度を設けている事業の趣旨は今後と
も継続するとともに、経済状況や金融環境の変化に応じて随時改善を行いつつ実施していく。

20年度 21年度 22年度

0
0

326,419,800

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道支 出金
市 債

82,202,700
0

予　算

事 業 費
一 般 財 源
そ の 他

158,902,113

158,915,300
財
源
内
訳

国 ･ 道支 出金
市 債
そ の 他
一 般 財 源 13,187

79,917,300 78,998,000

75,110,021

0
0

75,004,810

《全体》

[19年度]
　執行率は、約93.9％となっており、ほぼ予算どおりの執行となっている。
[20年度]
　経済情勢等の影響による19年度予算と実績の差異を、２０年度にも反映させた結果、予算は約3.8％減となっている。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源

0
0

79,917,300 82,149,900 82,149,900
0 0 0

0
79,892,678 82,085,000 82,085,000 82,137,800

0 0 0

24,622 64,900 64,900 64,900
－ －

0 0
0 0

79,892,678 79,009,435

326,200,478
219,322

75,004,810

75,110,021 － － －
財
源
内
訳

0
0

105,211

24,622 -11,435

国 ･ 道支 出金

計

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 47.2%
105,211

実　績

事 業 費

市 債
そ の 他


